
70

1　コブラから無異で覗色された純長椰子油の抽出

　絡職後日本は油脂資源に乏しく，食料油石鹸，塗料

など’の製造原判盈＼手難である．そこで乏しい原料から

なるべく多量のti［t／脂を純艮な状態で牧1耳一．ltろ生琵技術の

必要｛生が擶感されろ．

　葺者は以前からこの鮎に興昧をもち研究を行つてきた

帥らさき1二は大豆油抽出法の研究を行い，璽延大豆を石

油ベソヅムベソゾールそo弛↑炭化水素類及び励しコ

ール類と・一最ほ共沸混合物を使つて抽出して大豆油を牧

量よくとりだし，かつマーガリン，チョコレート製造弔に

適すなト豆レシチンも純良晶が得られるし，さらに，抽

出幾置はそ一tま食料原料となり，グノレタミン酸璽製造

の臣料にも述することを認めた．また接趨劇，可塑物，

人造羊毛，その他大豆蛋白の工業的懸用に贋く使われる

ことを指摘し，實際方面に磨用された．

　その後引綴ぎコブラから純良な椰予油を傅たZ）で，そ

の1種用についても研’究を行つた．現在は油脂tl量分：I　F：1：

抽闘幾i査rF　2．．蛋白質　懸円｝こつぎ研究を績行していろが

今恒Fは既詫．．研究成果．つ2，3を±とむて，そ∴侃略を記

逸一；「ることとしたい．

　椰ヨ『1セには一種・じ臭気があり，これを食料油と’計る場

合にJ，、にょつて，tきら5ようである．それで無臭む．宣評

椰＋油が．多量に生蓬でぎるならたいへん好都合でらり，

またそ剛」子ら蜜ら悪臭の成分を職二51rWtして，これを

それぞれ有効遍切に利1翫」ろこと’t’：できれ1．1一緊意義が

あろ．そ｝上泊を除いナこ．隻」‘1は悪臭がないのでこれも食

料原料に利弔でぎれば霞に一石三鳥の利釜があることに

なる．

　本研究はこの目的達戎εために行つてきたもので，現

在もなお引績いて研究を行つていろ．

　まず椰rFの實を乾躁したコブラを原料として，アセト

ンとアルコールと水との3成分系の溶瑚で慮理して抽出

を行5．この抽出操作は35～40℃で，約3．5時聞行い

抽出した溶液を冷して24～25℃以下にすると｝油脂が

自然に下層に分．離してくる．

　こ5してできた油脂は純白で椰子蜀特の臭氣がぜんぜ

んない．したがつてなんら特別の精製操作を施さなくて

も，そのまま食料油として使うことができる．一方，溶

液の上暦都分には椰子油特有の臭氣をもつたものが集ま

るが，その上暦部の溶蘭を除くとそれボさらに上下2轡

に分離する。即ち下贋は椰子抽特有の臭氣つもとと考え

られるメチルノニルケトソ（CH，1・CO・C！i　Hw），その他つ

ケトン類，メ手ルノニルカービノール　（CH3・CH〔OH）・

C，iHl，1）などのアルコール類と，そグ態アルヂヒドなど，

また、上暦は脂肪酸類である．なおこの上響・℃脂肪難巾

には汗臭を出すカブpン酸（C，／，HllCoOH）とか，］L洋臭

をもつたカプリン酸（C，，H；oCOOH）とか，さらにそ・τ中

間位・℃臭湾カブリ・し酸（CTHibCOOH）なども含まれてい

るこのカブPン酸は騒虫剤として使わオじで．hるヘキシル

レゾルシソの製造原料となるもので，その汗臭さがまた

葉毬刀におい駄ナによい，一方，カプリル醜カブリy

酸などのエステル頂も煙草のにおい附1ナに使弓され，ま

た煙草のライスペーパーはり付のりの防隔剤，1；方轍齊1↓と

しても使わ九る．

　このよ’Gにし一：鄙干油を抽出したあとの残己ヒは特有の

臭氣．．，…C．そかiL’｛いるので，誓ぐ利哨の途がある．費1え

ばそτ蛋白；、、は接着gll，菓子礪アミノ酸醤油の原料と

なり・まナこグルPtミ／酉壁盤（味に素）の童籔告臣睾斗ともなろ．

2　低級脂肪酸誘覇饅の防腐作用

爾切煙草ゐライスペーパーをのり1肱掴一る接誉職1よ，

」
　　　　　　　　　　　　　　　ttt

　　　　　　　　　　　一轟一
各種低級脂肪酸の＝ステ几類
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．Ptuatもち米准麩との等量に水を力nえてペースト膿

して使用しているが，この・bの防腐倒・つき前項でS

．明した低級脂肪酸誘聡を使つて試瞼してみた・

　　生麩ともち米の等量をとつて，それぞれに7．5倍の水

　を加えて30分間よく煮たものを試料とし，使用した防

麟まラウリ・臨カガ・酸カプリ・峨のメチノ吸

　びエチルェステルであつた，

　　．れを25℃1・eeつた恒瀞・入i・てかびの型・l　ft況

　を廻察したところ，のりに封してはラウリン酸エチル

　lneO（：を加えたときが景もよく，次がカプリル酸エチル

’。ウリ。酸．チル，カガ蔽エチルといつ瀕序であ

　．つた．野田醤油離，日本曹達鰍の・ダソ酷酸エチル

　　（CHe　SCN・COO・CiH，，）にっいても同檬の結果を得た．

　要するに爾切煙草用のりに封する防腐作用はこれらを

　　1／10・。も臓れば充鮪効であll・11・。。°0では効果が5

　　すい．一般的にエチルエステルの方がメチルエXテルよ

　　りも効き目が張く現われた，

　　　なお獺作用については，ア・ノ酸醤油に封してもた

　　めしてみた，帥ち，アミノ酸醤油をまず7〔1℃で30分

　　問加熱し礁齢のぞいておいて・これ噺らたに醤油

　　qかび菌を與えたものと，同時にロダソ酷酸エチルを

　　i脚。e，11・00。OO，・1／2000。・　…en合で別々に加えたもの

　　とを試料として25℃の恒鵬に入れてカ・びの灘欄

　　を比べたのであつた．その結果。ロダン酷酸エチルを入

　　れないものは，4師にかびカ：灘三し・1／2°°OGO　fiけ加

　　えたものは9朗に，1、10CO。eのものlt　14n目になつ

　　て一一・面にかびがでた．しかしli10000だ1ナ入れたもの

　　は1ケ月以上たつても全然かびが生えない即ちロダン

　　酸エチルはアミノ酸醤油の轍止めにも役立つことがわか

　　つた．

3　脂肪酸ニステルから潤滑油原料としての

　　オレ7インの生成

潤滑油は天然産O石油から得るのが，普通であるが石

油資源の乏しい國もよ潤轍由・姶成漸継れ・また貴

際に行われている．墜化アルミニウムの存在下にモノォ

レフィソを重合させると潤滑油が生威される9とはすで

によく知られている．さらにi＞オレフ・ソとしてa－

tレフィソを使うと，得られる潤滑油は優秀な性能をも

ち，また牧軋よい．しかしa－tレフ・ンを製造して

も，それを原料として重合を行5過程に2重結含の鱒位

が起ると所期の目的を達することがでぎない．

　そこでまず純埣なa一オレ7イソを合威して，種々の
　　　　　　　鰻媒の存在下での韓位の有無，重合過程中においての鱒

位の有無を詳細こ研究してみた・この稼索｝こはラーマン

スペクトルを使用したが，これによるとa一位の2重結

合の振動にょる波敏と，β及びr位以下の2重結合の

波激が相當に開きがあるo・で・2重結合噸位の撫を

調べるのに便利であつた・

　まず炭素数12個のアルコール脚ちラウリルアルコー

ルを原料とし，ζの・ラウリン酸エステルをつくリクラフ

　ト氏法によりこれを3eo℃で熱分．解した．得られるオv

ブィンEnちドデセンのラーマン・スペクト・レ搬ゐと・そ

の2重結合の振動iこよる波激が／642cm－tにみらG．っれ・

すでに構造のはつきりしているヘプテソー1，tクテソ

　ー1の波敷と一致している，

　’したがつて得られたオレブイソはドデ七ソー1である

　ことに間違いはない．また別の方法で作つたβ一ドデセ

　ン，r－・ドデセンのラーマソ・スペクトルを撮ると，その

　2重結合の振動による波敷はシス型では1659cm－1，　ト

　ラソス型では1675cm’iであった．

　　ドデセソについて以上の關係を炭素骨格だげで踊示す

　ると次の如くになる．

α一，デ。．／＞＞＞＞＞穰合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1642cm曽『1

β一 W窺ン＜＜＜＜／〉・・59〃
β一

ｷ魏くくくく／：675”
　このドデセソー三を魎化アルミ；ウムを燭媒としてご

く普通の條件で重含させ，未重含部分を回牧してそのラ

i

茎　罵霧

轡婁
ざ

c篇c幽

…

　濤舘冨　密茎　診挙 ．T

　　　　　　　　　　↑

　　　　　　　　・　　（：＝c｛e｝

　ラウリル・ブチレートより舞た

　ドデセンー1のラマンスペクトル
撮影條件濾光液なし，露出・2～4時間
スリット’5／100mm，7イルム：富士インパン

†

1　　　　〕
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Pマソスペクトルを撮ると，波敏が1642cm71であろこ

とから，ドデセソー1は電合中に2重結含O縛1立を起ざ

な1．・ものとい5ことができる．邸ちrz－tレ7イy’．・｝ま

．ま重合するから，翼合生成物は長い鎖状を呈して枝分』れ

がない形朕を持つものと思われる．クラフト氏：二よると

ラウリルアルコeルではラウリン酸エステルだげがよい

　　　　　　　スクアレン誘導L膿

としているが，しかしこれは聞違いで，われわれは甑

酷酸，酪酸のような低級脂肪酸をエステルの相手1して

も充分目的を達することがでぎることを見出した．

　炭素腰がそれぞれ16、18であるセテソー1．A・クタデ

セソー1についても同糠の關係を確忽した．よつてここ

に脂肪酸ニステルの熱分・解という比較的箇撃な操作1二よ

つて練惇たa一オレフィンが得られること，またa一オ

レフィソを重合すると良質の潤滑油が得られる理由も明

らかにされたとみてよい．

　4　スクアレン誘磁瞳の利用について

　四1沖から幅島縣，宮城嚥に至る大雫洋沿岸，とくに

駿河湾，相膜醒の73e～8LOm以上の深海にナむ相鮫な

どの鮫の肝臓中には炭化水素であるスクアレソ（C：｝Hm）

（多L．，ものは70二脇着；通依二〇～30％）が含まれてい

る．スクアレソは辻本浦丸博士によつて獲見された不飽

和髪化永素であつて，遊離の状態で特殊な肝油中に含ま

れている．スタアレンを水素添加しCf尋られるスクァラ

ン（C．Hti：）｛±充fiに精製して純梓にすると，縞密機械

油乃至時計油，とくに寒冷雌とか成暦圏においての耐寒
　　　　　　　　，性｛爾滑油に弔いることができる．時計油として必要な精

度を與えるためにスクアレソの環化，異性化を行い．得

られる油7）30℃，50℃におけろ粘度及び屈折率を表示

すると次の如くであつた．

．。・．fk化・餅ト嚢．ル，。。轟四誘狂

　　　　　　　　　　『歪σ死「’「「一萄6一ll9．コ℃
12345

燐戯で　1時闘匪坦
憐酸で？．5時間虜理

燐酸で　4時間塵理

硫酸で　1時問慮理
硫酸で

124．7’

16α3

18S．7

243．2

67．7　　　1．4gsg

8L7　　　1．4S，99

92．2　　　1．5D｛〕5

106．5　　　1．50Z7

1時間加熱1極めて大」極めて大1・5131

8

　こで結果硫酸による異性化は燐酸を綱媒とした場合よ

りも湊秀な結果が13られた．

　またスクアレソを溶郵に溶かしておき，沃素或いは沃

化水素を作肩させて得られろスクアレン沃素誘導彊がX

蔽を吸牧ナる性質があることは本誌創刊號32頁の研究

速．報で述べた通りである．

5油脂の低湿水棄添加の研究

　長須鯨油を原料とし二種類乃ラネーニッケル（＝ッケ

ル：アルミニウム．37：63のもの及び50：5りのt”t¢）を

使い，常璽下で水素添加を仔つた．そしてそのざい又鷹

温度の影戯を見るため76～S4℃，郡～93℃の低温D場

含と，IG5～115℃，138～148’C」）高濁17）場合1二つVて比

val　nS’ti’した．その結果．低温水豪添舗は不均一憧，選揮

的であるが，高涯になると均一性となろことが判り，且

低湿硬化油：之微黄色であるが，高濁硬化油iこなろと純自

色のものができた．

　衣に梱F油湾低澄硬化O研究を行つた．即ち常匪でラ

ネーニヅケル鰯媒を陵い，75’C以下で水素添加すると原

肝油O肝油贋に封し8謬」にまで低下し，それ以下はあ

まり減少しないという結果を得た．この肝漁贋の測定は

ベックマソのスペクトロフォトメーターによつた．これ

は從鯨りカPルプライス法よりも，より簡便，迅速，正

確に測定でぎる利鮎がある．

　いま一例として反簿時間の輕過による肝油の性状婆化

を麦示十うと次のようになる．

試料醐鶴屡鶴沃素便易轟（鹸繰）
　0　　、　　　　　146
　　　　x　　’
3〔1　64．5－73．1　　　　129

6つ　　69．5－72．8　　　　1空2

9D　　68．0－「1．0　　　116

15／）　69．ユー74．1　　　1「〕6

9．！3

7．44

7．65

7．39

7．45

17，300

］4，10D

I5．5・nO

l4，fJoo

14，UO

　　M考；試将4は室湿3－10℃で帖い置値となり流動しない

　肝汕に永棄添加した場合の虞外線吸牧曲線の璽化を調

ぺたが一7E1）傾向を認めがたく，だいたいにおいて肝泊

優の減少とともに短波長の方へlt曜iカ5移行すろといつた

傾向であつた．

　以上は叢研究室で從來から研究してきたこと，ならび

に現在研究していることの一部の概略で，詳細の報旨は

別’う強會「二ゆずる．

　本研究1）．　ft方面との総合研究の威果であってt東大理

學部水島歎授，專費局中央研究所仁尾正養博士，野田産

業科學研究所茂木正利博士，錨貿易公團横山浩氏，そ

の他多数の方々の御協力を得たものである．こ巴．機會に

とくに記してi裂く謝意を表する，なお研究の進展ととも

に，將躯とも各方面の御協力を熱望してやまない．

　これらの研究は文部街試験研突費，科睾研究費，學振

研究費などの援助を得て行つたものであつて，當．研究所
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ある．　　（1949・　S・29）


